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要旨 

本研究は、「旅で元気になる」という視点から、旅行者が旅先で異日常を繰り返し体験するこ

とが、心理的な健康にどのような影響を与えるかを検討するものである。今回、山形県肘折温

泉を研究対象とし、旅行者の訪問経験を分析することで、異日常が持続的なウェルビーイング

の向上にどのように寄与するかを明らかにした。 

現代社会において、ストレスやメンタルヘルスの問題が増加する中、旅が心身のリフレッシュ

に果たす役割は重要視されている。先行研究では、観光が心理的ウェルビーイングに与える影

響について多くの議論がなされてきたが、旅の持続的な心理的影響や、「異日常」の旅先への

繰り返しの訪問によってどのように変化するかについては十分な研究がなされていない。本研

究では、異日常の概念を定義し、それが旅行者の心の健康に与える影響を、インタビューおよ

び質問紙調査を通じて検証した。 

研究方法として、2024年7月から10月にかけて、肘折温泉を訪れる旅行者を対象に半構造化イ

ンタビューおよび質問紙調査を実施した。インタビューでは、旅行者15名を対象に、訪問の動

機や異日常体験についての語りを収集した。また、質問紙調査では30名の回答を得て、「観光

動機尺度」と「居場所感尺度」を用い、異日常体験が心理的ウェルビーイングに与える影響を

分析した。 

研究結果として、インタビュー分析から、「地域の特性」「リピーターとしての関係性」「地

域住民との交流」が、旅行者にとって重要な異日常体験の要素となることが示された。特に、

訪問回数が増えることで、地域との関係性が強まり、「第二の故郷」としての意識が芽生える

ことが確認された。これは、従来の観光研究ではあまり注目されてこなかった、旅行者と地域

との持続的な関係構築の重要性を示唆している。 

質問紙調査の分析結果では、訪問回数が多い旅行者ほど、「被受容感」「精神的安定」「自己

肯定感」が高まることが示された。特に、「現地交流」や「自己拡大」などの観光動機を持つ

旅行者は、異日常の体験を通じて心理的な安定感を得る傾向が強かった。一方で、「文化見

聞」動機が強い場合、心理的安定感には負の影響を与えることが示された。これは、文化的な

学びが認知的負荷を生じさせ、リラクゼーション効果を抑制する可能性を示している。 

さらに、DREAMAモデル（「切り離し・回復」（DR）「エンゲージメント」（E）「親和性」

（A）「意味」（M）「達成」（A））の観点からキーワードとの考察を行った結果、「異日常体

験」は、「ストレス軽減」＝「切り離し・回復」（DR）、「地域住民との交流」＝「親和性」

（A）、「旅の意義の再認識」＝「意味」（M）において、強い影響を与えていることが示され

た。特に、リピーターが増えることで、訪問者と地域住民との関係が深まり、単なる観光では

なく、地域との継続的な関係が生まれることが明らかになった。 
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本研究の意義として、異日常の体験が単なる観光の楽しみを超え、心理的安定感や幸福感をも

たらす重要な要素であることを示した点が挙げられる。また、「異日常」体験の持続的な効果

を明らかにしたことで、観光地の地域活性化や、リピーターの増加に向けた新たな観光施策の

可能性を示唆した。 

しかし、本研究にはいくつかの限界がある。１点目は、研究対象が肘折温泉に限定されてお

り、異日常の一般化にはさらなる地域での検証が必要である。２点目に、訪問回数の影響につ

いては長期的な調査が求められ、より多くのデータを収集することで、異日常体験の持続的効

果を明確にする必要がある。今後の研究では、異日常体験の心理的影響をさらに詳細に分析

し、地域との関係性やリピーター化のメカニズムを探ることが求められる。 

本研究の結果は、観光業界において新たな視点を提供するとともに、地域コミュニティと旅行

者との持続可能な関係構築に向けた示唆を与えるものである。「異日常」を繰り返し体験する

旅が、単なる娯楽ではなく、心身の健康維持や心理的ウェルビーイングの向上に貢献する可能

性を持つことを示唆し、今後の観光政策や地域振興の方向性を考える上で有益な知見を提供す

るものである。 
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